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＝入学式の式辞より抜粋＝

校長 江口 貴彦

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。在校生をはじめ教職員一同、心から歓迎

いたします。

今年は、神楽小学校、神楽岡小学校をはじめ、五校の小学校から、昨年よりも多い１３

４名の生徒の入学となりました。世界に７７億人いる人々の中で同級生として生まれ、

この神楽中学校で、今日初めて出会い、新しい生活をスタートするということは、奇跡に

近いことです。互いを尊重し、励まし合いながら、生涯の友と言えるような友人関係を作

っていってほしいと思います。

新入生の皆さんには、入学にあたり、大きく三点について心がけてほしいことがあります。

一点目は、神楽中学校の生徒が誇りにしている「挨拶と合唱」の伝統を引き

継ぎ、一日も早く神中生としての「自覚」をもって過ごすことができるようにな

ることです。

二点目は、この体育館にも掲示されているように日常の生活では「時を守り、

場を整え、礼を正す」ということを大切にすることです。「時を守り」

とは文字通り時間を守るということです。「場を整え」は、掃除をしてその場所をきれいに

するということだけでなく、物事が上手くいくように準備をすることです。そして「礼を正

す」とは、挨拶をする、返事をする、ということです。すべて特別なことではありません。

中学校で生活をするうえで常に意識してください。

三点目は、「主体性」を身に付けることです。昨年から本校では、自分の意志

・判断によって，責任をもって行動できるようになることを目標としています。具体的には、

①自分の可能性を発揮すること

②他者とのつながりに感謝すること

③困難な状況にもしなやかに適応できること

④個性や特技、強味を活かすことです。

コロナ禍で多くの行事や活動が制限される状況にありますが、中学校は、小学校の学び

を土台に、さらに社会性を身に付け、義務教育の集大成をする場です。新入生が楽しく充

実した生活を送れるよう職員一同、努力していきますので、安心して中学校生活をスター

トさせてください。
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未来を主体的に切り拓くたくましさと豊かな情操を培う
・誠実で思いやりのある生徒
・夢の実現に向け努力する生徒
・心身ともに鍛え合う生徒

本校の教育目標

【令和３年度 教育活動で大きく変わること】

１ 学習指導要領全面実施

①教科書(学習内容)が変わります。全学年の理科でデジタル教科書も使用します。

②評価の観点(ＡＢＣ)が４観点から３観点に変わります。

③通知表の様式が変わります。所見は年度末に１回とし、教育相談を充実させます。

２ 新型コロナウイルス感染症予防に関わって

①参観日は分散参観日で実施します。

②体育大会(５/２８)はグラウンドで開催します。

③学校祭(９/１７)は大雪アリーナで開催します。

３ 熱中症予防に関わって

①旭川市の取組として、夏季休業３０日、冬季休業２０日に変わります。

生徒が主体的に活動し、成長を実感できる学校

～知を巡らせ、心を耕し、体を鍛える生徒の育成～

今年度の重点教育目標

経営の重点

１ 地域とともにある学校づくりの推進
２ 全教職員の経営参画を図る組織マネ
ジメント
３ 教育目標の具現化を目指すカリキュ
ラム・マネジメント
４ 教師と生徒との信頼関係及び生徒相
互のよりよい人間関係を育てる学年・
学級経営
５ キャリアステージに応じて求められ
る資質を高める研修活動
６ 安全で潤いのある教育環境整備
７ 組織で取り組む危機管理
８ 適切で効率的な運用を図る学校事務
９ 学校の活性化を図る学校職員人事評価

指導の重点

１ 主体的・対話的で深い学びによる確か
な力を育む学習指導

２ 豊かな心を育む道徳教育
３ 個と集団のよさを実感する特別活動
４ 主体的な探求活動を促し、豊かな「学
び方」「生き方」を育てる総合的な学習
の時間

５ 自己をよりよく導く生徒指導
６ 一人一人のニーズに応じた特別支援教
育

７ よりよい生き方を目指すキャリア教育
８ 生命を尊び、自ら心身を鍛える健康・
安全教育

９ 心身の健全な発達を促し、自主性や主
体性を育む部活動

（１）自ら進んで課題に向き合う力

（２）他者と協働して相互に高め合う力

（３）あきらめず柔軟にやり遂げる力

（４）自分のよさを発揮する力

育みたい資質・能力



４月７日（水）に入学式が行われました。感染予防のため、保護者１名まで

と制限はありましたが、お子様の晴れの姿を見ていただく機会をつくることが

できて一安心でした。

１年生の子どもたちは、学年の目標である『挑む』にふさわしく、随所に意

欲的で前向きな姿を見ることができます。新しく出会った仲間たちと創意工夫

したり、協働したりするなどして楽しく充実した中学校生活を過ごしてほしい

と期待しています。

挑む

ゴールデンウィークはステイホーム

旭川市内でも新型コロナウイルス感染症が再拡大してきています。学級閉鎖にな

っている学校も出います。もし、ゴールデンウィーク中に、お子様や同居家族が感

染したり、濃厚接触者になったりした場合、また、事故等が起きたときには、まず

は「学校」へ連絡してください。つながらない場合は「緊急メール」へ

【連絡先の優先順位】

（１）神楽中学校：６１－７１９６

（２）緊急メール：kinkyu@kagura.jhs.asahikawa-hkd.ed.jp


